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IT経営のポイント
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編集長インタビューの掲載企業を募集します。ご希望の方は弊社までご連絡ください。

編集長インタビュー
　みなさま、はじめまして有明産業㈱の小
田原伸行と申します。当社は、京都市伏見
区の本社と宮崎に工場を持ち、国内で洋酒
樽の製造販売を行なっております。洋酒樽
と聞いて、ピンと来ない方もいらっしゃる
と思いますが、ウイスキーやワイン等で使
われている楕円形をした樽と言ったらわか
って頂けますでしょうか？日本人で樽というと和樽のイメージが
あり、洋酒樽は一般の方にはあまりなじみが無いと思いますが、
ウイスキー、バーボン、ブランデー、ワイン、焼酎など洋酒樽を
使われているお酒は意外と身近に多いです。　
　当社のお客さまは、主に焼酎メーカー、ワインメーカーと酒造
関係のお取引が多い中で、最近ではお酒以外で洋酒樽の需要開拓
や技術が活かせる分野がないかと毎日取り組んでいます。その中
で、自社を見直す機会と思い、京都府中小企業「知恵の経営」認
証取得にチャレンジしたところ、今年３月に京都府から「知恵の
経営」実践モデル企業として認証を受けることができました。
　IT経営塾勉強会には、アリコジャパンの白田勉さんの紹介で今
年６月から参加させて頂いていますが、成岡先生のお人柄、適切
なアドバイス、参加されている方々の意識の高さ、考え方など、
良い刺激を与えて頂くことでモチベーションUPに繋がっていま
す。今後とも積極的に参加させて頂こうと思いますのでよろしく
お願い致します。
　最近はまっていることは、ミニ樽を使ってお酒を熟成させるこ
とです。お酒は非常に奥が深く、入れている季節、期間に応じて
変化が楽しめ、自分だけのオリジナルが楽しめるところが魅力で
す。例会の時には、熟成酒を持参したりしますので、ご興味のあ
る方は是非お声かけ下さい。今後ともよろしくお願いします。

　これまでＩＴ経営（ＩＴの高度な利活用によって経営戦略を遂
行し、企業の生産性を高めて競争力の強化を図ること）のポイン
トについて説明してきました。でもこれまで読んでいただいてお
感じだと思いますが、そのポイントは、経営者や人材が大事とい
う普通の経営となんら変わるものではありません。

　自動車が普及していない時代とそうでない時代ではビジネスの
やり方は大きく違います。経営者は自動車のエンジンの構造など
は知る必要はありませんが、広い商圏で人を集められるなど自動
車が持つ特徴は理解する必要があります。ＩＴも同じです。ＩＴが
普及した時代ではその特徴を理解したビジネスのやり方をする必
要がある、というだけです。ただＩＴは移動・移送に限定される
自動車と違って、はるかに使い方が多岐にわたりその特徴が理解

しにくいのは確かです。そし
て変化が激しく（最近のｉＰ
ａｄなどタブレットＰＣを使
った営業やツイッターを活用
した販売促進などはその例で
す）ついて行くのが大変なこ
とも事実です。そこは経営者
の方は努力して把握する必要
があります。

　環境の変化に対応する経営戦略を立案し、体制を作って着実に
実行する、という経営の基本に変わりはありません。その過程に
必ずＩＴが関与する、というのが今の時代なのです。

IT経営といっても
特別な経営ではない
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　著者の岡野氏はご存知の方も多い
と思うが、1933年（昭和８年）東京
都墨田区に生まれた。家業の金型事
業を手伝い、1972年父親から事業を
受け継ぎ、株式会社岡野工業を設立。従業員は５人足らず
だが、リチウムイオン電池のケースや、極細の注射針の開
発など、従来の加工技術では不可能とされてきた金属加工
製品を次々と世に送り出したカリスマ的存在の職人であ
る。ときの首相も会社訪問に訪れるという典型的な一芸に
秀でた会社の経営者である。
　その哲学は明快。自分の感性のみが経営の羅針盤。人生
の答案用紙には正解はない。だから、自分の感性を信じ、
それを羅針盤にして、幾多の逆境や逆風を跳ね返してきた。
世間では変わり者という評価もあるが、それは徹底的なこ
だわりの証拠。自分自身の信念のある者にだけ分かる哲学
がある。評価は分かれるかもしれないが、確実に今後の中
小企業のとるべきひとつの方向性がここにはある。読めば
非常に元気が沸いてくる。
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成岡：本日はお忙しいところありが
とうございます。最近移転さ
れたのですね。新しいオフィ
スは素敵ですね。

木下：ありがとうございます。10月
の初めに移転しました。今ま
では、阪急桂駅からバスで５
分位のところにオフィスがありましたので、来ていただく方
に少々不便だということもあって、当地に移転しました。こ
こは、足の便がよく、JR二条駅からでも、地下鉄二条城か
らでも、徒歩５～６分とあまり大差ありません。非常に便利
になりました。

成岡：貴社は創業10年になりますか？
木下：平成15年に創業し、8年になります。義兄が滋賀県で同じ人

材派遣業を営んでいましたので、しばらくそこを手伝ってか
ら暖簾わけの形で創業しました。私はもともとはIT系の技術
屋でしたが、自分は本当に何がしたいのか…そんな自問自答
をして方向転換しました。

成岡：現在は人材派遣のお仕事だけですか？
木下：主たる事業は人材派遣業で、売上の90％を占めており、その

内70％が製造業向けの派遣になります。また昨年10月より、
新事業として障害者対象のヘルパーステーションを立ち上げ
ました。障害と言っても、身体、知的、精神といろいろな障
害のある方がいらっしゃいますが、生活支援のためにスタッ
フを自宅等に派遣します。

成岡：派遣業界は最近製造業への派遣を禁止する法律が国会で審議
されていますね。どうなりますか？

木下：現在継続審議中ですが、改正
労働者派遣法案を取り巻く情
勢が変わってきており、原案
通りの可決は難しくなってき
ているようです。一部修正に
なるのか、もしくは一旦廃案
となるのか、我々も一番そこ
が気がかりです。もし製造派遣が禁止になったら、当然当社
にも大きな影響が出ます。現在事業の中心である製造業への
派遣ができなくなるわけですから。

成岡：その代わりに業務請負という形態があると聞きますが。
木下：確かにそうで、既に派遣契約から業務請負に切替えを行って

いるところもあります。しかし、業務請負はリスクも高く、
できる会社は一部に限られると思います。請負う事業内容に
もよりますが、かなりな人数のスタッフを擁し、かなりなレ
ベルの業務が継続的にできないといけません。当然ですが、
発注側企業との信頼関係、パートナーとしての関係が維持で
きないと難しいと思います。当社でも以前、製造業で請負を
させていただいておりました。

成岡：もし、製造業への派遣が禁止されたら大変ですね。
木下：そうです。そんな業界の動向のことを考えて、新たな事業の

創造に取り組み、やっと最近のキックオフになりました。

成岡：本当に製造業への派遣は全面
禁止になるのでしょうか？

木下：分かりませんが、可能性もあ
ります。国会でも法律のこと
ですから、いろいろなかけひ
きの材料に使われることもあ
るかと思います。しかし、そ
もそも何のために製造派遣を禁止にするのか。労働者の不安
定雇用（非正規労働者）を減らし、正社員雇用を増やすこと
と思いますが、禁止するだけで本当に繋がるのでしょうか。

成岡：日雇い派遣は禁止になるのでしょうか？
木下：そちらの方が先行して禁止になる可能性は高いです。しかし、

日雇い派遣の禁止も日雇いという言い方がよくありませんが、
２か月以内の派遣契約を禁止するもので、繁忙期だけ派遣を
利用することができなくなります。どちらの改正案も施行さ
れたら、企業業績に与える影響は大きいと思います。ただ、
政治力学のバランスで結論は変わりますから、当社としても
安閑としていられません。

成岡：ヘルパーステーションの事業のほう
はいかがですか？

木下：おかげさまで、自治体や現場のほう
からのニーズは非常に強いものがあ
ります。まだまだ需要の方が勝って
おり、利用者からの依頼に全て対応
できるだけのヘルパーが足りていな
い状況で、大きな課題の一つです。
しかし、毎月少しづつ報酬（売上）は伸びております。この
領域は、景気の変動にあまり左右されません。派遣事業の場
合は、どうしても大きな景気変動の波にもまれます。この障
害福祉サービス分野はそれがありません。自立支援法も改正
が必至で、業界における課題も沢山抱えておりますが、障害
のある人が人間らしく生きていくために必要な事業であり、
今後もっと大きく成長していかなければならない分野だと思
っています。弊社は、この方向に注力したいと思っております。

成岡：やはり、必要としている人がいる限り市場からのニーズはな
くなりませんね。今後とも頑張ってください。本日はありが
とうございました。

〈編集長より一言〉
　新しいオフィスにお邪魔してお話しを伺った。木下さんとは長年
のお付き合いだが、真正面からビジネスのお話しを伺ったのは初め
てだ。外部環境は激しく動いているが、その荒波に立ち向かう気概
を大いに感じた。楽ではないだろうが、地道な活動が将来必ず結果
を生むだろう。
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小島氏のコラムは今月号で終了します。来月号より、弁理士・奥田和雄氏（奥田特許事務所 代表）のコラムを連載いたします。
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